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3月9日㊐、
大六斎市大六斎市が開催されました！が開催されました！
六斎市への出店者を随時募集しています。※市内外は問いません。
詳しくは、農政課までお問い合せください。☎（20）1526



友だち 
募集中！

問合せ　企画政策課（4階） 
☎（20）1516　 （20）1603

　

は
じ
め
に
、
組
織
機
構
の
確
立

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
に

都
市
建
設
部
長
を
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
「
茂
原
市
水
害
の

な
い
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
」
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
従
来
の
部
や
課
の
枠
組
み
を

超
え
た
本
組
織
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
効
果
的
な
内
水
対
策
の

検
討
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
に
取
り
組
む
こ

と
で
、「
水
害
の
な
い
街
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
４

月
よ
り
、
複
雑
多
様
化
す
る
時
代

に
即
し
た
施
策
の
検
討
・
調
整
を
、

よ
り
迅
速
か
つ
柔
軟
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も

に
、
財
政
基
盤
の
一
層
の
強
化
に

取
り
組
む
た
め
、
総
務
部
と
企
画

財
政
部
を「
総
合
企
画
部
」と「
財

務
部
」
に
改
編
し
、
企
画
政
策
課

に
「
政
策
戦
略
担
当
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
管
財
課
の
公
有
財

産
管
理
室
を
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
」
に
改
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
流
域
治
水
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
土
木
建

設
課
の
河
川
整
備
係
を
「
流
域
治

水
対
策
室
」に
改
め
る
と
と
も
に
、

農
政
課
の
基
盤
整
備
係
か
ら
公
営

企
業
会
計
部
門
を
分
離
す
る
こ
と

で
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
推
進
等
に

一
層
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
他
、
令
和
９
年
度
の
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

千
葉
県
開
催
に
お
い
て
、
本
市
で

男
女
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
体
育

課
の
執
務
室
を
市
庁
舎
９
階
か
ら

市
民
体
育
館
内
に
移
転
し
て
開
催

に
向
け
た
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
名
称
を
「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
」、「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
」
に

改
め
ま
す
。
今
後
と
も
限
ら
れ
た

人
員
の
中
、
社
会
経
済
情
勢
や
市

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
効
率
的

な
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
空
き
公
共
施
設
等
の
利

活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
茂
原
市

民
間
提
案
制
度
に
よ
る
民
間
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
受
け
付
け
、
５

件
、
６
事
業
者
の
提
案
を
採
用
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
採
用
し

た
提
案
に
つ
い
て
、
事
業
者
と
の

詳
細
な
協
議
を
進
め
、
事
業
実
施

に
向
け
て
さ
ら
な
る
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
年
１
月
28
日
に
埼
玉

県
八
潮
市
に
お
い
て
下
水
道
管
の

破
損
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る

道
路
陥
没
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
本
市
で
は
市
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
現
在
、

管
路
の
緊
急
点
検
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
編
成

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
賃
金

上
昇
や
前
年
度
実
施
さ
れ
た
定
額

減
税
が
お
お
む
ね
終
了
し
た
こ
と

に
よ
り
、
市
税
に
一
定
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
歳
出
に
つ
き

ま
し
て
も
、
義
務
的
経
費
で
あ
る

扶
助
費
を
は
じ
め
と
し
て
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
各
事
業
費
が
増
加

し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
く
中
で
の
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
内
水
対
策

や
子
育
て
支
援
に
重
点
を
置
き
な

が
ら
、
義
務
的
経
費
な
ど
の
経
常

経
費
を
中
心
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
「
安
全
・
安
心
」
に
つ
な
が
る
、

緊
急
か
つ
必
要
な
事
業
を
組
み
入

れ
た
予
算
と
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

令和７年度

　令和7年茂原市議会3月定例会が、2月19日から3月13日まで、
23日間の会期で開催されました。
　今号では、議会の冒頭に市長が述べた施政方針の概要
についてお知らせします。施政方針の全文は、市公式ウェ
ブサイトでご覧になれます。

施 政 方 針施 政 方 針
市議会３月定例会より抜粋
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市では、広報紙の送付を希望する方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（3階）　☎（20）1512　 （20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム

教育文化
◆社会で生きる力の育成
　変化する社会で活躍できる能力を子どもたちに
身に付けさせるため、令和7年度から市内の中学
校に通う中学3年生を対象に実用英語技能検定、
いわゆる「英検」の検定料を公費負担とする制度
を設けます。これと合わせて学校における英語教
育の充実を図り、茂原市の将来を担うグローバル
な人材の育成に努めます。

◆図書館
　3月21日に茂原ショッピングプラザアスモ内へ
移転いたします。新しい図書館は、ゆったりと読
書を楽しむことや集中して勉強ができるスペース
を備え、また、十分な無料駐車場も用意し、利便
性の向上が図られています。今後は、さらに市民
の皆さまのニーズにお応えできるよう、図書館
サービスの充実に努めます。

健康福祉
◆地域福祉活動の基盤づくり
　五郷福祉センター利用者の駐車場不足解消のた
め、施設南側の農地を駐車場として整備する事業
を進めています。昨年末には、農業振興地域除外
や農地転用などの手続きを経て、地主との用地売
買契約が完了しましたので、引き続き12月の供
用開始を目指して事業を進め、利用者の利便性の
向上を図ります。

◆質の高い保育・幼児教育の提供
　萩原小学校敷地内に増設した学童クラブの運営
を4月から開始する予定です。施設老朽化の進む
東郷第2学童クラブにつきましては、東郷小学校
施設内に移設し、9月頃から運用を開始する予定
です。今後も待機児童の解消や子ども達が安心し
て過ごすことのできる環境整備など、学童クラブ
の充実を図ります。

◆配慮を必要とする子どもや家庭への支援
　保護者の疾病等の理由により、家庭において子
どもを養育することが一時的に困難となった場合
に、児童養護施設で子どもを一定期間預かり、必
要な支援を行う「子育て短期支援事業」を4月か
ら実施できるよう取り組みます。

◆高齢者福祉の充実
　在宅生活が困難な認知症高齢者を対象としたグ
ループホームの整備を予定しています。現在、施
設整備およびサービス提供を行う事業者を募集し
ており、3月末までに事業者を決定します。

◆障害者福祉の充実
　地域における相談支援の中核的な役割を担う

「基幹相談支援センター」の令和7年度中の設置
を目指し、地域の相談支援体制の強化に努めます。

◆疾病予防対策の充実
　4月から帯状疱疹ワクチンが新たに定期の予防
接種に位置付けられるため、65歳以上の高齢者
等に対し、接種費用の一部を助成し、市民の健康
保持に取り組みます。
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産業振興
◆農業経営の改善
　近年下落傾向が続いていた米価が令和6年産米
において大幅に回復しましたが、物価高騰に伴う
肥料代や燃料費などの経費の増大、異常気象によ
る収穫量の減少等が懸念されることから、引き続
き稲作農家の経営の安定および食料自給力向上に
資する施策に取り組みます。

◆有害鳥獣駆除
　イノシシの生息域が拡大しているため、引き続
き猟友会等の捕獲従事者と連携を図り、捕獲体制
の強化に取り組みます。

◆ロケツーリズムの推進
　映画やドラマなどのロケ地見学会の実施、観光
協会関連のＳＮＳやアプリ、Ｗｅｂサイトを通じ
た情報発信など、既存の観光資源やイベントと連
携したＰＲを実施しました。今後も積極的に撮影
の誘致を行い、多くの方が本市を訪れるきっかけ
となるよう取り組みます。

◆「茂原七夕まつり」
　今年71回目を迎える伝統ある本市最大のイベ
ントです。近年の厳しい猛暑への対策を万全に講
じ、市民や本市を訪れる皆さまに安心して、華や
かで魅力あふれる関東屈指の夏まつりを満喫して
いただけるよう、茂原商工会議所と連携していき
ます。

◆生産基盤の強化
　農業・農村の有する多面的機能の維持、発展を
図るために地域の共同活動に対して支援を行い、
農村地域の集落機能を低下させないよう地域資源
の適切な保全管理をより一層推進します。清水地
区の排水機場整備については、農地等の湛水被害
を防止するため、関係機関と連携を図りながら、
早期完成に向け事業を推進します。

◆強い農業を推進する経営基盤強化対策
　市内各地域において策定した「地域農業経営基
盤強化促進計画」、通称「地域計画」により明確
となった地域農業のあらゆる課題の解決に向けて
取り組みます。担い手の確保については、専門的
知識を有する長生農業独立支援センターに加入
し、新規就農者の支援を行うなど、引き続き地域
農業の振興に努めます。

◆中小事業者の支援
　人手不足、物価高騰によるコストの増加など、
依然として先行きが不透明な状況であることか
ら、引き続き中小企業資金融資や利子補給など、
各種補助事業を進めます。

◆企業誘致の推進
　令和8年度の圏央道全線開通、令和10年度の成
田空港の機能強化が見込まれる中、雇用機会の創
出、定住人口の増加などによる地域経済の活性化
や本市の財政基盤の強化を図るため、スピード感
をもって産業用地の整備に向けた取り組みを実施
します。

▲第70回の節目を迎えた「茂原七夕まつり」の風景（令和6年度）

▲ロケ地見学会の様子（野本隧
ずい
道
どう
）
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安全安心
◆防災体制の充実
　災害時の迅速な被災者支援を実施するため「千
葉県被災者支援システム運用協議会」に参加し、
被害調査、罹災証明書の交付、被災者台帳の管理
等のデジタルシステムの導入を予定しています。
また、防災意識の高揚と発災時における地域住民
の対応力の向上を目的とした「住民参加型の地域
防災訓練」を「豊田地区」で実施する予定です。
引き続き地域防災力の向上のため、防災体制の強
化・拡充や自主防災活動への支援に努めます。

◆交通安全施設の整備
　本納中学校北側の橘樹神社から本宿下踏切間の
市道1級17号線、南中学校と早野中学校の統合を
見据え、早野地先において市道1級8号線および
市道3級8158号線の歩道整備等を進めます。

◆令和元年10月25日の大雨による浸水対策
　千葉県により一宮川中流域で事業中の河川激甚
災害対策特別緊急事業による河道断面の拡大等が
進められ、赤目川につきましては、引き続きＡ調
節池の排水施設整備等が進められています。

◆準用河川の整備
　梅田川の第2石川橋架け替えに伴う上部工事お
よび取付道路工事を予定しています。

◆消費生活センターの充実
　引き続き相談体制の維持・強化に努め、消費生
活の安定と向上を図るとともに、消費者行政のさ
らなる推進に取り組みます。

◆内水対策の推進
　現在進めている大芝調整池および東茂原地区の
内水対策工事の早期完成に向け取り組むととも
に、令和5年9月8日の大雨による浸水被害の軽減
を図るため、内水対策の再検討を引き続き進めま
す。また、八千代地区における下水道管の増補管
整備を予定しています。

◆�農業用施設である ため池や田んぼを利用した
下流域への雨水流出抑制

　老朽化した「ため池」の更新工事や多面的機能
支払交付金の活動組織、地元水利組合等に「田ん
ぼダム」へのご協力をいただき、さらなる防災・
減災対策の推進に取り組みます。

▲本納小学校・本納中学校の北側道路

▲更新工事後のため池

▲樋
ひ
管
かん
拡大工事

▲東茂原地区排水整備工事
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都市環境
◆秩序ある市街地整備の推進
　茂原駅前通り地区土地区画整理事業において、
都市計画道路 高師町下井戸線を優先的に整備し、
事業の効率化を図るとともに、引き続き事業の推
進に努めます。

◆道路網の整備
　都市計画道路 桑

くわ

原
はら

八
や

千
ち

代
よ

線
せん

について、令和6年
12月25日に旧イオン立体駐車場東側から宍倉病
院までの約80メートルを供用開始いたしました。
引き続き茂原駅周辺の交通利便性を高めるため、
町保地区から主要地方道茂原長生線までの用地取
得を進めます。

◆地域公共交通
　令和6年3月に策定した地域公共交通計画に基
づき、利便性向上を目指した市民バス「モバス」
やデマンド交通「ふれあい」の運行エリアやダイ
ヤの見直し、サービスの改善等に向けて取り組み
ます。

◆公共下水道の整備
　令和5年9月8日の大雨により被害を受けました
川中島終末処理場、町保ポンプ場および道目木ポ
ンプ場の復旧を進めており、引き続き下水道施設
の長寿命化を目的としたストックマネジメント計
画に基づいた処理場および管

かん

渠
きょ

施設の改築更新等
を実施し、適切な維持管理に努めます。

◆農業集落排水事業
　安定したサービスを継続するため、中長期的な
視点に基づく計画を立て、処理施設等の機能強化
対策や、持続性のある事業経営に取り組みます。

◆地球温暖化対策の推進
　公共施設への太陽光発電設備の設置を進めると
ともに、市全体における温室効果ガスの排出抑制
や気候変動への適応等の方向性を示す「茂原市地
球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定し、
ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組みをよ
り一層推進します。

◆公園の整備
　富士見公園庭球場の砂入り人工芝への改修を含
めた改修実施設計、茂原公園および高

たか

久
く

蓮
はす

池
いけ

公園
の施設改修工事を実施し、多くの皆さまに安全・
快適に利用していただけるよう施設整備に取り組
みます。

◆道の駅
　基本構想の策定を予定しており、新たな観光交
流拠点の創出や災害支援活動の拠点としての機能
を備えるなど、コンセプトや候補地の選定等の検
討を行います。

協働推進
◆広報活動の充実
　情報発信力を強化するため、2月より新たにイ
ンスタグラムを開設しました。今後はインスタグ
ラムを活用し、より効果的に情報発信することで、
茂原市のイメージアップを図るとともに市民等の
利便性および満足度の向上を図ります。

▲供用開始した都市計画道路桑原八千代線

▲改修された茂原公園の弁天橋（令和6年度）

茂原市公式�
　　Instagram�
� はじめました！
観光や産業、風景や景観など�
市の魅力を発信しています。
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歳入� ■は構成比

歳出� ■は構成比

127億7,208万円127億7,208万円

8億3,854万円8億3,854万円

11億7,670万円11億7,670万円

13億6,669万円13億6,669万円

12億2,612万円12億2,612万円

25億5,375万円25億5,375万円

58億7,672万円58億7,672万円

9億2,178万円9億2,178万円

24億300万円24億300万円

48億3,462万円48億3,462万円一
般
財
源

特
定
財
源

市　　　税 37.6％
皆さんに納めていただいた税金

地方交付税 14.2％
国税の一部から、市の財政状況に応じて交付されるもの

地方消費税交付金 7.1％
県からの消費税に係る交付金

その他一般財源 2.7％
国からの地方譲与税、交付金など

国庫支出金 17.3％
国からの負担金や補助金など

県支出金 7.5％
県からの負担金や補助金など

繰　入　金 4.0％
市の貯金（基金）から繰り入れるお金

諸　収　入 3.6％
貸付金の元利収入・雑入など

市　　　債 3.5％
国や銀行などからの借入金

その他特定財源 2.5％
各種証明手数料、寄附金など

民　生　費 43.0％
社会福祉・児童福祉などの経費

公　債　費 10.6％
借入金の返済金

総　務　費 10.6％
市役所の全般的な経費

教　育　費 9.2％
小中学校・幼稚園・図書館などの経費

衛　生　費 9.2％
保健福祉・ごみ処理などの経費

土　木　費 7.9％
道路・公園・橋・河川の整備などの経費

消　防　費 4.7％
消防や救急活動などへの負担金

農林水産業費 2.0％
農業・畜産業・林業などの経費

商　工　費 1.8％
商工業や観光の振興などの経費

その他の歳出 1.0％
議会等の経費、台風被害等による災害復旧事業

145億9,977万円145億9,977万円

3億3,159万円3億3,159万円

6億2,315万円6億2,315万円

6億7,481万円6億7,481万円

16億1,207万円16億1,207万円

27億12万円27億12万円

31億1,507万円31億1,507万円

31億1,702万円31億1,702万円

35億9,627万円35億9,627万円

36億13万円36億13万円

一般会計339億7,000万円（前年度比1.2％増）
令和７年度　当初予算概要

問合せ　財政課（4階）　☎（20）1517　 （20）1603

　前年度当初予算は骨格予算であったため、前年度比は6月補正後予算額（335億7,601万4千円）と
の比較を掲載しています。� ※１万円単位で端数処理しています。

一般財源 市税や地方交付税など、
使い道が特定されない財源

特定財源 国・県支出金や市債など、
使い道が特定されている財源
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事業名 予算額 説明
総務費

情報化推進事業 2億5,228万円 システム標準化・共通化業務委託料、電話料（情
報ネットワーク費用）等

ふるさと茂原まちづくり応援寄附
推進費 1億2,885万円 記念品発送等業務委託料、オンラインシステム

利用料等
茂原市総合計画後期基本計画策定
事業 1,078万円 茂原市総合計画後期基本計画策定業務委託料、

総合計画審議会委員報酬等

交通安全対策事業 294万円 自転車乗車用ヘルメット購入費補助金、茂原地
域交通安全活動推進委員協議会負担金等

災害非常用対策事業 1,470万円 消耗品費（災害備蓄品等）、防災気象情報シス
テム委託料等

定額減税補足給付金給付事業 3億6,882万円 定額減税補足給付金、事務委託料等
戸籍事業 3,017万円 電算システム改修委託料、電算システム借上料等
民生費
国民健康保険事業特別会計繰出金 6億1,854万円 　
介護保険事業特別会計繰出金 14億691万円 　

介護給付事業 13億2,762万円 障害者の方に対する介護や家事等の日常生活の
援助等のための給付費

訓練等給付事業 11億662万円 自立した日常生活を送るための支援、また就労
等につながるような支援を行うための給付費

自立支援医療給付事業 1億6,198万円 障害者の方が障害を除去・軽減し、日常生活を送
るために必要な医療給付等

障害児通所支援事業 5億2,049万円 就学前後の障害児に対し集団療育等を行い、生
活能力向上の訓練を行うための経費

介護基盤等整備促進事業 5,740万円 地域密着型サービス施設等整備補助金、地域密
着型施設等開設準備支援等事業補助金

高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画策定事業 273万円 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査委託料

後期高齢者医療事業特別会計繰出金 3億7,683万円

放課後児童健全育成事業 1億1,188万円 学童クラブ運営業務委託料、通年学童保育事業
費補助金等

子ども医療費助成事業 3億1,328万円 子ども医療費扶助費、手数料等

子どものための教育・保育給付事業 12億3,756万円 幼児教育・保育サービスを提供する施設に対し
て支払う給付費

生活保護扶助費 18億7,329万円 生活に困窮する方に対し、生活を保障するため
の給付費

衛生費

病院事業負担金 5億1,932万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している病院
事業に関する負担金

水道事業負担金 2億1,189万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している水道
事業に関する負担金

予防接種事業 3億3,117万円 予防接種委託料、予防接種助成金等

母子保健事業 1億1,860万円 妊婦・乳児一般健康診査および新生児聴覚スクリー
ニング検査委託料、妊婦支援給付金等

清掃事業負担金 10億5,219万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している清掃
事業に関する負担金

主な事業を紹介します
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事業名 予算額 説明
農林水産業費

用排水施設維持管理費 7,293万円 多面的機能支払交付金、用排水施設整備工事（真
名、中善寺）等

有害鳥獣駆除事業 3,291万円 鳥獣被害防止対策協議会負担金、鳥獣被害防止
総合対策交付金等

農業者育成支援事業 1,740万円 農業次世代人材投資資金、茂原市経営発展支援
事業補助金

農業集落排水事業会計繰出金 1億8,889万円
小規模治山緊急整備事業 6,397万円 小規模治山緊急整備工事（柴名）、設計業務委託料
商工費

企業立地促進事業 1,291万円 産業用地立地可能性調査業務委託料、産業用地
適地選定業務委託料等

ロケツーリズム事業 219万円 オンラインシステム利用料、ロケツーリズム協
議会負担金等

土木費
道路橋梁維持補修費 1億3,458万円 道路改修工事（下太田）、道路舗装補修工事等
道の駅等都市交流拠点設置事業 1,499万円 道の駅等基本構想策定業務委託料等
道路舗装新設事業 700万円 道路舗装新設工事（清水、大芝）

交通安全施設整備事業 1億6,184万円
市道3級8158号線（早野）、市道1級12号線（国
府関）および市道1級17号線（本納）の交通安
全施設等整備工事等

内水対策関連事業 4億3,167万円 東茂原の排水路整備工事等

河川改修事業 1億1,778万円 梅田川（第2石川橋上部工、護岸工・取付道路工）
の河川改修工事等

下水道事業会計繰出金 3億4,025万円

街路事業費 4,029万円 設計委託料（小林浜町線）、街路事業用地購入
費（桑原八千代線）等

都市公園等管理事業 9,270万円 公園管理委託料、公園補修工事（茂原公園）等

都市公園再生事業 5,980万円 公園長寿命化対策工事（高久蓮池公園・茂原公
園）等

茂原駅前通り地区土地区画整理事業 2億100万円 建物等移転補償費、占用物件等移設補償費
市営住宅長寿命化事業 5,618万円 八幡原住宅改善工事
消防費

消防費負担金 16億1,207万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している消防
事業に関する負担金

教育費
教育振興事業（小学校） 4,823万円 学習用端末購入費、消耗品費（教材消耗品等）等

中学校管理補修費 2億2,386万円 各中学校補修工事（南中学校トイレ大規模改修
工事等）

教育振興事業（中学校） 6,317万円 学習用端末購入費、指導書等購入費等

国際教育推進事業 3,590万円 ＡＬＴ民間委託料、中学生等海外派遣等研修業
務委託料等

旧市民会館及び旧中央公民館解体事業 8,465万円 旧市民会館および旧中央公民館解体工事
学校給食管理運営費 8億49万円 賄材料費、維持管理業務委託料等

問合せ　財政課（4階）　☎（20）1517　 （20）1603

9 広報もばら　2025.4.1



◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
、
入
場

整
理
券
を
持
参
し
、
期
日
前
投
票

所
で
「
宣
誓
書
」
を
記
入
す
る
こ

と
で
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
方

　

次
の
３
つ
の
要
件
に
当
て
は
ま

る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

投
票
日
ま
で
に
茂
原
市
外
に
転
出

し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

①�

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②�

平
成
19
年
４
月
28
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

③�

令
和
７
年
１
月
19
日
ま
で
に
本

市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引

き
続
き
３
カ
月
以
上
登
録
さ
れ

て
い
る
方

◆
住
所
変
更
し
た
方

　

選
挙
当
日
に
投
票
に
行
く
場
合
、

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

指
定
さ
れ
た
投
票
所
の
み
で
投
票

が
で
き
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に

市
内
で
住
所
変
更
の
届
け
出
を
し

た
方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
整
理
券
は
封
書
で

　

入
場
整
理
券
（
１
部
当
た
り
１

世
帯
６
人
分
ま
で
）
が
届
い
た
ら

す
ぐ
に
開
封
し
、
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
が
郵
送
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
受
付
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
は
４
月
16

日
㊌
頃
か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。

◆
病
院
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院・入
所
中
で
不
在
者
投
票

事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
、
通
学
、
旅
行
な
ど
で
他

市
区
町
村
に
滞
在
中
で
、
投
票
日

ま
で
に
茂
原
市
に
帰
れ
な
い
方
で

も
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
郵
送
に
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
本
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
不
在
者
投
票
の

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
な
ど
が
あ

る
方
で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
自
宅
で
郵
送

等
に
よ
り
投
票
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
が
利
用
で
き

る
制
度
で
す
の
で
、
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
至
急
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み

　

選
挙
公
報
は
４
月
24
日
㊍
頃
の

朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
産
経
・
日
経
・

東
京
・
千
葉
日
報
の
朝
刊
に
折
り

込
み
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在

「
広
報
も
ば
ら
」
を
郵
送
で
受
け

取
っ
て
い
る
世
帯
に
は
、
直
接
郵

送
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
の
公
共
施
設
に
公

報
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
が
、

入
手
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、

お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９　

⒇
１
６
０
４

下
水
道
使
用
料
等
の

�

ス
マ
ホ
決
済
を
始
め
ま
し
た

　

水
道
料
金
と
合
わ
せ
、
下
水
道

使
用
料
、
農
業
集
落
排
水
使
用
料

の
ス
マ
ホ
に
よ
る
決
済
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
納
入
通
知
書
裏
面

も
し
く
は
水
道
部

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
課（
川
中
島
終
末
処
理
場
内
）

☎
�
３
１
２
８　

�
３
１
２
６

農
業
集
落
排
水
使
用
料
に
つ
い
て

農
政
課
（
６
階
）　

☎
⒇
１
５
２
６　

⒇
１
６
０
４

４
月
１
日
か
ら
日
常
生
活
用
具
に

簡
易
浴
槽
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　

市
で
は
、
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

給
付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
付
に
は
障
害
の
程
度

等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

障
害
福
祉
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
６
６
６　

⒇
１
６
１
０

期間 時間 場所

4月21日㊊
～ 26日㊏

8時30分～ 20時 市役所1階101会議室

8時30分～ 17時 本納公民館第1会議室

4月23日㊌
～ 26日㊏ 10時～ 19時

茂原ショッピングプラザアスモ2階
カルチャールーム
※スポーツジム隣

茂
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
時　
４
月
27
日
㊐
７
時
～
20
時

『
そ
の
一
票　

み
ん
な
で
明
る
い　

ま
ち
づ
く
り
』
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４月1日から福祉タクシー制度が変わりました
変更点 ①新たに精神障害者保健福祉手帳１級の方が対象になりました。

②乗車の際に助成券を提出し、その場で割り引きが適用されるようになりました。

福祉タクシー制度
◆対 象　【身体障害者手帳】　1級、2級
　　　　　　【療育手帳】　Ⓐ、Ⓐの1、Ⓐの2、Ａの1、Ａの2
　　　　　　【精神障害者保健福祉手帳】　1級　変更点①
◆助成内容　�1,000円の助成券を年間最大36枚交付します。利用1回につき、2枚まで使用できます。

ただし、運賃が1,000円に満たない場合は運賃の額を助成します。
◆利用方法　�乗車の際に助成券を乗務員に提出し、運賃から助成額を差し引いた金額をお支払いくだ

さい。　変更点②
◆申請方法　障害福祉課または本納支所へ障害者手帳を持参し、申請してください。

問合せ　障害福祉課（2階）　☎（20）1666　 （20）1610

４月1日から指定緊急避難場所・指定避難所が変わりました
　指定緊急避難場所および指定避難所を新設・廃止したことにより、以下に該当する方は避難場所が
変更となります。

変更前 変更後
旧二宮小学校【廃止】

対象地区
二宮福祉センター【新設】

対象地区
国府関 山崎 国府関 山崎
庄吉 黒戸 庄吉 黒戸
芦網 山崎団地 芦網 山崎団地
真名 真名

二宮小学校
旧西陵中学校

対象地区

二宮小学校
旧西陵中学校

対象地区
緑ケ丘 上茂原団地 緑ケ丘
上茂原 上茂原西団地
箕輪 上茂原市営住宅 西小学校【新設】

対象地区箕輪駒塚

茂原高等学校
対象地区

（変更となる地区のみ記載）

上茂原 上茂原団地
箕輪 上茂原西団地
箕輪駒塚 上茂原市営住宅

鷲巣 鷲巣
鷲巣住宅 鷲巣住宅

※�指定された場所に必ず避難しなければならないわけではありません。自分や家族の安全を最優先に
考え、適切な場所を選びましょう。

問合せ　防災対策課（4階）　☎（36）7580　 （20）1602
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人生１００年時代　いつまでも元気でいるために、今からフレイル予防
　フレイルとは、年を重ねて心身の活力（筋力・認知機能・社会とのつながりなど）が低下した状態
のことです。フレイルチェックで自分の健康状態を知り、フレイル予防のための3つの柱（身体活動・
栄養・社会参加）を意識した生活を送りましょう。
フレイルチェックを開催します

日程 時間 場所
4月18日㊎

13時30分～ 15時45分

本納公民館2階多目的ホール
5月15日㊍ 五郷福祉センター
6月11日㊌ 東郷福祉センター
10月10日㊎、20日㊊ 市役所市民室

◆内 容　�・フレイルに関する質問票への回答（お口の元気度、人とのつながり、社会参加） 
・体の測定（滑舌・片足立ち上がり・握力・ふくらはぎ周囲長・手足の筋肉量）と結果説明

◆対 象　60歳以上の市内在住者
◆定 員　各回15人（申込順）　　◆申込方法　電話・FAX・メールにて

申込み・問合せ　高齢者支援課　地域包括支援室（2階） 
houkatu@city.mobara.chiba.jp　☎（20）1583　 （20）1610

令和6年度住民税非課税世帯に対して給付金を支給します
支給額
1世帯当たり３万円 ＋ 18歳以下の子ども(※)1人当たり2万円（子ども加算） 
� ※平成18年4月2日以降生まれ
対象世帯
　次の①、②両方に該当する世帯
①�令和6年12月13日（基準日）時点で、茂原市に

住民登録のある世帯
②�世帯の全員が、令和6年度住民税均等割非課

税である世帯

《対象外の世帯》
・�住民税均等割課税者がいる世帯
・�未申告者がいる世帯
・�住民税均等割課税者に扶養されている者（扶養親

族）のみで構成される世帯
・�租税条約により住民税が免除される者がいる世帯

申請手続き
　対象となり得る世帯には次のいずれかの通知が届きます。
・給付金に関するお知らせ（はがき）
　原則、申請手続きは必要ありません。はがきに記載された口座に振り込みます。
・確認書（封筒）
　「令和6年度住民税非課税世帯給付金支給要件確認書」の提出が必要です。
・�給付金に関するご案内（封筒）（令和6年1月2日～ 12月13日までに茂原市へ転入した人がいる世帯）
　�対象世帯である場合は、「令和6年度住民税非課税世帯給付金申請書」の提出が必要です。

申請期限
5月21日㊌当日消印有効

※いずれの通知も、令和7年3月17日時点の情報を基に送付しています。

問合せ　�茂原市令和6年度住民税非課税世帯給付金事務局　8時30分〜 17時15分（土日・休日除く） 
コールセンター：☎0120-390-585（4月1日開設）　窓口：市役所9階（4月8日開設）

◀︎�令和6年度住民税非課税
世帯給付金申請書
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◆
定
期
接
種
対
象
者

・�

令
和
７
年
度
に
65
・
70
・
75
・

80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳

と
な
る
方

・�

１
０
１
歳
以
上
の
方
（
※
１
）

・�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で

あ
る
方
（
※
２
）

※�

１
・
・
・
今
年
度
に
限
り
定
期

接
種
の
対
象
と
な
り
、
来
年
度

以
降
は
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

※�

２
・
・
・
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
を
所
持
し
て
い
る
方
は
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
接
種
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
申
請

に
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

が
必
要
で
す
）。

◆
任
意
接
種
対
象
者

・�

65
歳
以
上
で
定
期
接
種
に
該
当

し
な
い
年
齢
の
方

◆
接
種
期
間

　

４
月
１
日
㊋

�

～
令
和
８
年
３
月
31
日
㊋

◆
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
・
助
成
等

①
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

　
（
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
）

・�

接
種
回
数　

２
回

・�

助
成
上
限
額　

各
回
１
万
円

②
生
ワ
ク
チ
ン

　

�（
乾
燥
弱
毒
生
水
痘
ワ
ク
チ
ン

「
ビ
ケ
ン
」）

・�

接
種
回
数　

１
回

・�

助
成
上
限
額　

４
千
円

※�

助
成
額
を
超
え
た
額
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種

費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
定
期
接
種
対
象
者
の
み

全
額
助
成
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
回
数　
生
涯
に
一
度
限
り

◆
予
診
票

　

令
和
７
年
度
に
助
成
対
象
と
な

る
方
に
は
、
５
月
頃
に
予
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

　

予
診
票
が
お
手
元
に
届
く
前
に

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
ま
た
は
健
康
管
理
課

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４　

⒇
１
６
０
０

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

８
０
２
０
運
動
普
及
標
語
を
募
集

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

◆
日
時　
５
月
22
日
㊍
９
時
30
分
～

◆
対
象

　

４
月
１
日
時
点
、
80
歳
以
上
で

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・�

完
全
に
治
療
さ
れ
て
い
る
自
分

の
歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
、
さ
し
歯

で
も
可
）
が
20
本
以
上
あ
る

・�

歯
並
び
・
か
み
合
わ
せ
が
良
好

・�

口
内
が
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
る

・�

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
経
験
が
な
い

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
限　
４
月
18
日
㊎

８
０
２
０
運
動
普
及
標
語

◆
応
募
基
準

　

歯
科
疾
患
（
む
し
歯
お
よ
び
歯

周
病
）
の
予
防
に
関
す
る
も
の

◆
応
募
資
格

　

長
生
郡
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

◆
応
募
締
切　
４
月
18
日
㊎

◆
応
募
方
法

　

作
品
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

所
属
先
（
勤
務
先
や
学
校
等
）・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て

【
応
募
・
問
合
せ
】

〒
２
９
７
－
０
０
２
９

茂
原
市
高
師
３
０
０
１

保
健
セ
ン
タ
ー

hoken@
city.m

obara.chiba.jp
☎
�
１
７
２
５　

�
１
８
６
５

４
月
は
「
若
年
層
の
性
暴
力
被
害

予
防
月
間
」
で
す
！ 

　

性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
同
意
の
な
い
性
行
為

お
よ
び
強
要
は
、い
か
な
る
理
由
・

関
係
性
で
あ
っ
て
も
全
て
性
暴
力

で
す
。

　

近
年
で
は
、
特
に
10
代
・
20
代

に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
た

性
暴
力
の
手
口
な
ど
が
巧
妙
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
被
害
に
あ
っ

て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
被
害
に
お
悩
み
の
時
は
不
安

に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
す
る

公
的
な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

・�

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た

め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
＃
８
８
９
１

・�

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

☎
＃
８
１
０
３　

・�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

・�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
８
階
）

☎
�
５
５
０
０　

⒇
１
６
０
６

※
土
日
・
休
日
を
除
く

　
市
で
は
、
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
、

接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
を 

一
部
助
成
し
ま
す

▲�厚生労働省�
ウェブページ

▲�健康管理課�
ウェブページ
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◆受付期間　�4月15日㊋～ 12月26日㊎（土日・休日を除く） 
※いずれも契約の前にお申し込みください。

木造住宅の耐震診断費・耐震改修工事費の補助金
　市では、木造住宅の耐震化を促進するために、木造住宅の耐震診断費、耐震改修工事費の一部を補助
します。
◆対 象 者　�市内にある木造2階以下の一戸建ての住宅（店舗等の用途として使用する部分の床面積が

延べ面積の2分の1未満のものを含む）で、昭和56年5月31日以前に建築されたものを所
有している方

補助制度 居住
要件 補助金額 対象件数

（予算の範囲内） 備考

耐震診断費 なし 上限12万円 3件 ―

耐震改修費 あり

上限120万円
※�耐震設計、改修、工事監理の合計額の

80％で最大100万円
※�耐震改修工事と同時に行うリフォーム

工事で最大20万円

3件
対象住宅のうち、耐震
診断の結果、倒壊する
可能性があると判定さ
れたものに限る

危険ブロック塀等改善補助金
　市では、危険ブロック塀等の通行人への安全性を高めるため、避難路に面する危険ブロック塀等の撤
去およびブロック塀等の撤去と同時に行う新設工事費の一部を補助します。
◆対 象 者　対象の塀を所有または管理している方
◆対象の塀　避難路に面した高さ1.2ｍを超える危険なブロック塀等
◆対象工事　対象の塀の撤去工事および撤去と同時に行う新設工事（その他条件あり）
◆補助金額　�上限8万円（撤去工事4万円、新設工事4万円） 

※撤去工事は要件により4万円加算あり
◆対象件数　2件（予算の範囲内）

住まいの耐震化や 
� ブロック塀改善などの費用を補助します

問合せ　建築課（８階） 
☎（20）1588　 （20）1606

◆
対
象

・�

自
治
会

・�

ご
み
集
積
所
を
管
理
す
る
た
め

に
市
民
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
て

い
る
自
主
的
団
体

◆
対
象
外
と
な
る
も
の

・�

申
請
前
に
工
事・購
入
し
た
費
用

・�

用
地
の
取
得
ま
た
は
賃
貸
に
係

る
費
用

・�

既
存
の
集
積
所
を
移
設
・
撤
去
・

処
分
す
る
費
用

・�

集
合
住
宅
等
の
建
築
ま
た
は
開

発
行
為
等
に
伴
い
事
業
者
等
が

整
備
す
る
も
の

◆
申
請
期
限

　

予
算
額
に
達
す
る
ま
で（
申
請
順
）

※�

工
事
や
購
入
前
に
環
境
保
全
課

に
申
請
が
必
要
で
す
。

補助内容 対象工事等 補助金額

ごみ集積所や 
ごみ集積箱の整備

・�新設や修繕の工事
・�既製品の集積箱の購入や修繕
・�自治会等による自主製作や修繕
　（原材料費のみ）

対象経費の2分の1
（上限5万円）

ごみ散乱防止用ネットの購入 対象経費の2分の1
（上限5千円）

※収集を実施または予定している集積所が対象です

問
合
せ

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

ご
み
集
積
所
の
新
設
や
修
理
、ネ
ッ
ト
等
の

�

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
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Life InformationLife Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

市民の日 4月1日（H14.5.25制定）

お
知
ら
せ

ゴ
ミ
と
資
源
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

　

令
和
７
年
度
の
「
ゴ
ミ
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
（
ゴ
ミ
カ
レ

ン
ダ
ー
）」
お
よ
び
保
存
版
冊
子

を
環
境
保
全
課
、
生
活
課
、
本
納

支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
課
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

令
和
７
年
度　
第
３
子
以
降
の
学

校
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
多
子
世
帯
の
子
育
て

に
対
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
令
和
７
年
度
も
市
内

小
中
学
校
に
在
籍
す
る
第
３
子
以

降
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実

施
し
ま
す
。

　

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校

教
育
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
�
６
９
２
０　

�
４
２
１
８

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を�

�

接
種
し
ま
し
ょ
う

　

子
宮
頸
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
生
じ

る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

こ
と
で
、
子
宮
頸
が
ん
そ
の
も
の

を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

定
期
接
種
に
つ
い
て
（
無
料
）

◆
対
象

　

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
年
齢
の
女
性

※�

こ
れ
ま
で
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
３
回
完
了
し
て

い
る
方
は
対
象
外
。

※�

１
回
目
接
種
を
シ
ル
ガ
ー
ド
９

で
15
歳
未
満
に
し
た
場
合
は
、

接
種
を
合
計
２
回
で
完
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
接
種
期
間

　

高
校
１
年
生
相
当
年
齢
ま
で

（
標
準
的
な
接
種
期
間
は
中
学
１

年
生
の
間
）

※�

高
校
１
年
生
相
当
年
齢
の
方
の

接
種
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で（
以
降
の
接
種
は
自
費
負
担
）。

※�

早
い
年
齢
で
接
種
す
る
ほ
ど
子

宮
頸
が
ん
の
予
防
効
果
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
予
診
票
の
配
付
方
法

　

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
で
、予
診
票（
上
端
ラ
イ
ン
３

色
）が
市
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
な
い

方
に
は
、
４
月
中
に
予
診
票
を
送

付
し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
や
小

学
６
年
生
で
接
種
を
希
望
す
る
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
過
措
置
に
つ
い
て
（
無
料
）

　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
で
条

件
を
満
た
す
方
は
、
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
公
費
で
の
接
種
が
可

能
な
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
課
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４　

⒇
１
６
０
０

国
民
年
金
保
険
料
前
納

割
引
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
１
カ
月
ご

と
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

２
年
分
や
１
年
分
、
半
年
分
を
ま

と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と

保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
納
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
納

め
忘
れ
が
な
く
、
毎
月
納
め
に
行

く
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

前
納
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
前

納
用
の
納
付
書
も
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
２
年
前
納
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
年
金
事
務
所
へ
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

令和７年度国民年金保険料額
下表の金額は納付書払いの場合（口座振替にするとさらに割引されます）

付加込み保険料額（※）
17,910円

106,590円
（870円）

211,100円
（3,820円）
418,740円

（16,020円）
※�定額保険料に付加保険料400円を上乗せして納めることで、200円×[付

加保険料納付月数]が老齢基礎年金の年額に加算されます（要申込み）。

定額保険料額
17,510円

104,210円
（850円）

206,390円
（3,730円）
409,490円

（15,670円）

毎月払い
6カ月前納
（割引額）
1年前納
（割引額）
2年前納
（割引額）

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　

⒇
１
６
０
０

　

千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

4
月
6
日
㊐
〜
15
日
㊋
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

～
青
だ
け
ど

　
　
　
自
分
の
目
で
見
て

�

た
し
か
め
て
～

　

入
学
・
入
園
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
子
ど
も
の
関
係
す
る
交
通
事

故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
①
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
交
通
環
境
の
確
保
と
正
し
い
横

断
方
法
の
実
践
、
②
歩
行
者
優
先

意
識
の
徹
底
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
適
切
な
使

用
の
促
進
、
③
飲
酒
運
転
や
な
が

ら
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
根
絶
、
④
自
転
車
・
特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守

の
徹
底
の
４
つ
を
掲
げ
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
保

護
意
識
を
持
ち
、交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交

通
事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５　

⒇
１
６
０
０
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茂原市議会

副議長が決定
一宮川中流域（茂原市域）の河川整備について

　「一宮川第二調節池」については、下流の水位上昇を抑える
ための洪水をためる増設工事が令和6年3月に完成しました。
　「鶴枝川合流点から豊田川合流点までの約4km区間（護岸
法立て区間）」については、川の水を流す断面を大きくする「護
岸法立て工事」が令和7年3月に完成しました。
　引き続き、堤防上の自転車道や河川内の低水護岸、河道掘
削の工事を進めていく予定です。今後とも皆さまのご理解・
ご協力をお願いします。

問合せ　�千葉県一宮川改修事務所（長生合同庁舎4階） 
☎（26）3703　 （26）3706

　令和7年3月定例会において、
副議長が選出されました。

副議長
向後　研二（51歳・木崎）

◀︎一宮川流域通信 ◀︎�一宮川改修事務所�
ウェブページ

一宮川第二調節池（増設） 護岸法立て区間（日進橋上流）

令和７年１月撮影 令和７年３月撮影

南
中
学
校
と
早
野
中
学
校
の

統
合
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
茂
原
市
議
会
３
月
定

例
会
に
お
い
て
、
南
中
学
校
と
早

野
中
学
校
は
令
和
８
年
４
月
１
日

に
統
合
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
統
合
校
の
名
称
は
「
茂
原
市

立
南
中
学
校
」、
使
用
す
る
校
舎

は
現
在
の
南
中
学
校
で
す
。

　

現
在
、
統
合
に
向
け
た
具
体
的

な
準
備
を
進
め
る
た
め
、
両
校
の

保
護
者
、
地
域
住
民
お
よ
び
教
職

員
の
代
表
で
構
成
す
る
「
統
合
準

備
委
員
会
」
を
設
置
し
、
協
議
・

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
南
中
学

校
と
早
野
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
良

さ
が
受
け
継
が
れ
、
両
校
の
生
徒

が
共
に
安
心
し
て
新
し
い
学
校
生

活
に
移
行
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
い
協
議
状
況
は
、
教
育
総

務
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
「
統
合
準

備
委
員
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
７　

⒇
１
６
０
７

井
戸
水
の
使
用
人
数
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

井
戸
水
を
使
用
し
、
公
共
下
水

道
ま
た
は
農
業
集
落
排
水
に
接
続

し
て
い
る
世
帯
で
は
、
居
住
人
数

に
よ
っ
て
使
用
料
が
異
な
り
ま
す
。

　

世
帯
員
の
異
動
等
に
伴
い
、
居

住
人
数
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、

届
け
出
く
だ
さ
い
。

※�
使
用
料
の
変
更
は
原
則
、
届
け

出
後
の
検
針
分
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

【
届
け
出
・
問
合
せ
】

公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
世
帯

下
水
道
課

（
川
中
島
終
末
処
理
場
内
）

☎
�
３
１
２
８　

�
３
１
２
６

農
業
集
落
排
水
を
使
用
し
て
い
る

世
帯

農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６　

⒇
１
６
０
４

茂
原
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
削
減
等
を
推
進
す

る
た
め
の
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、

茂
原
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）
を
３
月
に
策

定
し
ま
し
た
。
本
計
画
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
球
温
暖
化

対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

シ
ニ
ア
向
け

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

◆
日
時

①
５
月
16
日
㊎

②
５
月
20
日
㊋

14
時
～
16
時

◆
場
所

①
茂
原
市
役
所

②
豊
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

①�
ス
マ
ホ
の
基
本
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
体
験

②�

スマ
ホ
の
基
本
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
体
験

※
練
習
用
ス
マ
ホ
に
よ
る
受
講

◆
対
象

　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方

◆
定
員　
各
20
人
（
申
込
順
）

◆
費
用　
無
料

◆
申
込

　
４
月
15
日
㊋
10
時
か
ら
電
話
に
て

問
総
務
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９　

⒇
１
６
０
２
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市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

介護保険の保険証を交付

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に

問合せ　高齢者支援課（２階）☎（20）1572　 （20）1610

問合せ　国保年金課（2階）☎（20）1503　 （20）1600

　満65歳になる方（昭和35年4月2日～昭和35年5月1日
生）は、第1号被保険者の資格取得となります。4月15日
ごろまでに保険証（被保険者証）を郵送します。

　満75歳になる方（昭和25年5月2日～昭和25年6月1
日生）は、現在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日か
ら後期高齢者医療制度に加入することとなります。今月
末までに資格確認書を郵送します。

今月の納期
●固定資産税・都市計画税（第1期）
■納期限は、4月30日㊌です。

問合せ　収税課（2階）☎（20）1578　 （20）1609

※�納め忘れのない便利な口座振替もぜひご利用ください。
なお、固定資産税・都市計画税の納税通知書は4月9日㊌に発
送予定です。

※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※地方税統一ＱＲコード（eL-QR）を利用した納付もできます。
詳細については「地方税お支払サイト」でご確認ください。

「地方税お支払サイト」
 https://www.payment.eltax.lta.go.jp/

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■無料法律相談
　（予約制・民事）4月10日㊍・22日㊋　13時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 4月8日㊋　13時〜 16時／場所＝市役所5階504会議室
4月24日㊍　13時〜 16時／本納公民館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■心配ごと相談 毎週水曜日　9時30分〜 11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 （要電話予約）4月23日㊌　13時～ 16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週木曜日　13時〜 16時／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511

■シニアの
　健康・栄養相談

（要電話予約）4月7日㊊、5月12日㊊　13時～ 16時／対象＝75歳以上
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■歯科相談
・栄養相談

（要電話予約）4月7日㊊、5月12日㊊　10時～16時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）4月15日㊋　9時10分～ 12時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６か月乳児相談 4月24日㊍（令和6年10月生）／対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 4月17日㊍（令和4年10月〜 11月生）／時間・内容が変則的です。 対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■3歳児健康診査 4月16日㊌（令和3年10月生）／対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■こころの
　健康相談

（要電話予約）4月21日㊊ 9時30分、 10時45分、 13時15分、 14時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�子育て相談
　（予約制）

4月11日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

4月25日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）相談専用電話☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559

■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支
援センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括
支援センター☎（36）2123 ※本納地区高齢者相談会＝4月3日㊍／場所＝本納公民館１階相談室

■長生保健所
（※太字は予約制）

エイズ相談、HIV抗体検査、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌
検査（検便）、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510
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名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 絵手紙クラブ 第2・4月曜日 13時～ 15時 絵手紙／対象＝一般／費用＝6カ月3,000円 東部台文化会館 ☎090(1858)6914
小川

❷ カラオケさつき会 第1・2・4月曜日 13時～ 16時 対象＝カラオケ好きな女性（限定2人募集）／費用＝月
1,500円 豊田福祉センター

☎090（1847）3029
鈴木
☎080（5050）7769
若菜

❸ イトエ英会話 第1・3火曜日 9時30分～
11時30分

日常会話を中心に、テキストを使用して学習する／
対象＝一般（初心者可）／費用＝6カ月11,000円 総合市民センター ☎080（5502）1119

内田

❹ レインボーサークル 第1・3火曜日 10時～ 11時30分 脳トレ（一人じゃんけんなど）、健康維持、介護予防のた
めのトレーニング／対象＝一般／費用＝月1,100円 豊岡福祉センター ☎（34）5945　鈴木

❺ 竹寿会（尺八） 毎週水曜日 18時45分～
20時45分

民謡から歌謡曲、ポップスまでの演奏／対象＝一般
（未経験者可）／費用＝月1,000円 総合市民センター ☎090（6195）6521

伊藤

❻ かなりや会 第1・3水曜日 13時30分～
15時30分

童謡・歌唱・抒情歌など年間300曲をみんなで歌う
／対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝月500円、入
会費500円

本納公民館 ☎080（9537）9370
抜井

❼ もばら歌謡研究会 第4木曜日 13時30分～
16時30分

専門講師による歌を上手に表現する歌唱法、分かりやす
く楽しく学ぶ会。初心者大歓迎／対象＝一般／費用＝
月2,500円／※活動日以外に月2回希望日程相談可（要
事前連絡、個人クラス・グループクラス）

東部台文化会館

☎090（2435）3212
山内
☎090（5324）6204
佐藤

❽ 茂美会 第2・4金曜日 10時～ 13時 洋画一般／講師＝川上 弘子／対象＝一般（男性歓迎）
／費用＝月2,000円 総合市民センター ☎090（2408）8292

松尾

❾ 茂原市
国際交流協会

茂原市国際交流協会では、国籍・民族・人種・宗教にとらわれず、お互いの価値観や文化を尊重し合いなが
ら共生し、安心して暮らすことができる地域社会づくりを目指して活動しています。国際交流や多文化共生
の推進に関心がある方は、ぜひ一緒に活動しませんか？／内容＝在住外国人との相互理解を深める国際交流
イベント（パーティー、バスツアー等）、在住外国人向けの生活支援事業（防災講座、財産相続セミナー等）、
語学教室の開催（夏休みこども英語教室、英会話カフェ等）など※会員優先・優遇のイベントあり。興味あ
る方はご連絡ください。また、協会の活動にご理解・ご協力とご支援いただける賛助会員も募集／年会費＝
個人会員：一般2,000円、学生・家族1,000円、賛助会員：個人2,000円、団体・法人5,000円／入会方法＝申
込書に必要事項を記入の上、会費と一緒に事務局まで（申込書は事務局窓口で配布またはウェブサイトから）
※郵送での手続きについては要問合せ

☎（20）1651
茂原市国際交流協
会事務局

（企画政策課内）

① 認知症家族の
保健室「ネスル」 4月13日㊐ 13時30分～ 15時

「認知症とは」を学び、今現在ご家族の対応で困っ
ていること、分からないことなどをお聞かせくださ
い。一緒に考えていきます／対象＝一般／費用＝
1,500円／定員＝3人（要申込）

東郷福祉センター ☎080（6763）7895
看護師　北林

② ちえの和
「ほほえみ」 4月17日㊍ 10時～ 幸せな考え方で心を軽くする座談会。4月のテーマ：

1日何回笑えていますか？／対象＝一般／費用無料 市役所1階 ☎090(8432)6707
村瀬

③ 健康教室・
体力チェック 4月17日㊍ 14時～ 15時

（受付13時30分～）
理学療法士・トレーナーと一緒にご自身の体力
チェックをして健康づくりに役立ててみませんか？
／対象＝一般／定員＝30人／費用無料

おゆみの中央病院
茂原クリニック

☎(22)1834
リハビリテーション部

④ 子ども食堂すまいる
ステーション 4月20日㊐ 12時～

（受付12時45分まで）

茂原市で最初に立ち上げた子ども食堂です。50食用
意。折り紙教室などイベントあり。高校生・大学生
のボランティア活躍中、歓迎／メニュー＝ポーク・
チキンカレー、副菜、デザート／費用＝高校生まで
無料、大人300円

東郷福祉センター ☎090（9133）6738
丸岡

⑤ 茂原レクダンスの会 4月20日㊐ 13時30分～
15時30分

音楽に合わせて楽しく踊ろう／費用＝500円（保険
料含む）／持ち物＝上履き、飲み物、タオル／講師
＝猪俣 圭子先生

二宮小学校
☎090（7823）7386
茂原市レクリエー
ション協会　唐鎌

⑥ もばらオロシティ
まつり 4月27日㊐ 10時～ 15時 組合企業、その他多数企業出店、各種イベント多数あり。

出店コーナーにて飲食提供
茂原卸商業団地協同
組合会館前駐車場

☎(24)6101
組合事務局

⑦ 第53回 茂原市役所
ロビーコンサート 5月8日㊍ 12時5分～

12時55分

J.シュトラウス2世：ワルツ「春の声」、サウンド・
オブ・ミュージックメドレー／アンサンブル ロー
タス（クラリネット＝久松 響子、ヴァイオリン＝
戸村 実咲、チェロ＝末永 亜裕美）／入場無料／予
約不要／主催＝茂原市音楽協会／後援＝茂原市教育
委員会

市役所ロビー
☎090（9830）0584 
茂原市音楽協会
舘

⑧ 茂原交響楽団
第34回定期演奏会 5月18日㊐ 14時～

（13時10分開場）

ムソルグスキー：交響詩「禿山の一夜」、モーツァ
ルト：交響曲第31番「パリ」K.297、チャイコフスキー：
交響曲第6番「悲愴」／指揮＝松川 智哉／費用＝前
売800円、当日1,000円※ペア50組にチケットプレゼ
ント／詳しくは、ウェブサイト（http://mkyo.s53.
xrea.com/_）をご覧ください

東金文化会館 ☎（23）0084　佐藤

⑨
第32回東千葉
メディカルセンター
市民公開講座

4月25日㊎ 15時～ 16時
（14時45分開場）

演題＝知っておきたい肝臓のはなし／演者＝東千葉メ
ディカルセンター消化器内科 医長 岩永 光巨 医師／対
象＝一般／申込不要

東千葉メディカル
センター 2階講堂

（東金市丘山台3丁
目6-2）

☎（50）1199
東千葉メディカル
センター

⑩ 令和7年度
前期技能検定

受付期間＝4月7日㊊～ 18日㊎／試験実施日程＝6月10日㊋～ 9月9日㊋の間の指定する日／職種＝園芸装飾、
造園、機械加工など40職種70作業／受検資格＝原則として各職種とも所定の実務経験が必要／詳しくはウェ
ブサイト（https://chivada.or.jp）をご覧ください。

☎043（296）1150
千葉県職業能力開発
協会　技能検定課

⑪ 令和7年度
慰霊巡拝事業

親族が戦没した地域を訪れ、慰霊追悼を行う／期日＝①中国東北地方（旧満州地区全域）＝8月19日㊋～ 29日
㊎、②カザフスタン共和国＝9月2日㊋～ 10日㊌、③インドネシア＝9月3日㊌～ 12日㊎、④東部ニューギニア
＝9月17日㊌～ 25日㊍／対象＝戦没者の遺族／費用＝25万円～ 47万円程度／詳しくは要問合せ

☎043（223）2346
千葉県健康福祉
指導課援護班

⑫
技能・技術を身に
付け、就職を！
公共職業訓練受
講者（7月生）募集

対象＝就職を希望する方／訓練科名＝①溶接技術科、②電気設備メンテナンス科、③生
産システム・ネットワーク技術科／定員＝①12人、②28人、③24人／受講料無料（テキ
スト等自己負担）／訓練期間＝①＝6カ月、②③＝7カ月／募集期間＝4月14日㊊～ 5月21
日㊌／申込＝住所を管轄する公共職業安定所（ハローワーク）／説明会＝4月15日㊋　※
要予約、ポリテクセンター千葉に電話にて申し込み

ポリテクセンター
千葉

☎043（422）4810
ポリテクセンター
千葉　訓練第一課

⑬ ポリテクセンター君津
ポリテクセンター君津は国が設置・運営する公共職業訓練施設です。求職中の方々が再
就職に有利となる専門的な知識や技能を習得するための職業訓練を無料で行っています
／詳しくは、ウェブサイト（https://www3.jeed.go.jp/kimitsu/poly/）をご覧ください

ポリテクセンター
君津

（君津市坂田428）

☎0439（57）6313
ポリテクセンター
君津　訓練課

お
願
い

●原稿の提出期限を守ってください。期限後の提出はお断りする場合があります。（6月1日号　原稿締切4月15日㊋）
●原稿の内容は簡潔にし、連絡先は日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集の掲載は年間2回までです。対象は市内公共施設等で活動している団体、茂原市認定市民活動団体です。
●主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載できません。
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全
国
的
に
高
齢
者
の
相
談
が
増

加
し
、
そ
の
割
合
は
相
談
全
体
の

約
30
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢

者
は
在
宅
率
が
高
い
こ
と
か
ら
業

者
か
ら
の
訪
問
に
よ
る
販
売
や
貴

金
属
な
ど
の
買
取
り
、
さ
ら
に
電

話
で
の
勧
誘
に
よ
る
販
売
に
関
わ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
被
害
額
も
65
歳
未
満
の
方
と

比
較
す
る
と
高
額
で
す
。

【
事
例
１
】

　

先
月
、
女
性
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
無
料
で
ブ
レ
ー
カ
ー
の
点
検
に

行
く
」
と
言
わ
れ
来
訪
を
承
諾
し

た
。
昨
日
、
業
者
が
来
訪
し
「
ブ

レ
ー
カ
ー
は
15
年
ご
と
に
交
換
が

必
要
と
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
、
交
換
工
事
を
依
頼
し

た
。
契
約
金
額
は
16
万
円
で
工
事

終
了
後
に
現
金
で
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
後
で
家
族
に
話
し

た
ら
「
詐
欺
だ
」
と
言
わ
れ
解
約

し
た
い
。

【
事
例
２
】

　
「
ど
ん
な
物
で
も
い
い
か
ら

売
っ
て
欲
し
い
」
と
女
性
か
ら
自

宅
に
電
話
が
あ
り
、
来
訪
を
承
諾

し
た
。
後
日
、
電
話
と
違
う
男
性

の
来
訪
が
あ
り
、
着
物
類
を
見
せ

た
が
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
金
貨
は

な
い
か
」
と
急
か
さ
れ
、
慌
て
て

母
の
形
見
や
亡
き
夫
か
ら
貰
っ
た

指
輪
な
ど
貴
金
属
を
出
し
た
。
す

る
と
１
２
０
０
円
の
明
細
書
と
お

金
を
渡
さ
れ
、
物
品
は
持
ち
帰
ら

れ
た
。
貴
金
属
を
出
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
。
取
り

戻
し
た
い
。

◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

こ
の
他
に
も
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る
化
粧

品
・
健
康
食
品
の
定
期
購
入
、
電

話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
心
当
た
り
の
な

い
架
空
請
求
、
そ
し
て
給
湯
器
の

無
料
点
検
か
ら
高
額
請
求
な
ど
、

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
は
、「
自
分
が
被

害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

に
く
い
」、「
誰
に
、
ど
こ
に
相
談

し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
な

ど
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
、
被
害

が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

♦
ご
家
族
や
周
囲
の
方
へ

　

高
齢
者
の
消
費
生
活
に
注
意
を

し
て
い
た
だ
き
、

・�

気
づ
き
（
変
化
に
気
づ
く
）

・�

声
か
け
（
本
人
に
事
実
確
認
）

・�

つ
な
ぐ
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
不
安
は「
健
康
」、「
孤

独
」、「
お
金
」
で
す
。
悪
意
の
あ

る
業
者
は
こ
れ
ら
に
付
け
込
み
言

葉
巧
み
に
近
づ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
見
守
り
に
よ
り
、
高

齢
者
の
消
費
者
被
害
を
防
止
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

「
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
」
消
費
者
被
害
が
増
加
中
！

周
囲
の
人
た
ち
の
見
守
り
を

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

☎
⒇
１
１
０
１　

⒇
１
６
０
０
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info@
city.m

obara.chiba.jp

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。

今月の日曜開庁 4月27日㊐  8時30分〜 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所 ☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502

※�一部取り扱えない業務もありますので、
詳しくはお問い合わせください。

【人口と世帯数】� 令和7年３月１日現在
●総人口　85,678人 ●世帯数　42,135世帯
●　男　　42,387人 ●　女　　43,291人
【２月中の動き】
●転入� 230人 ●転出� 198人 ●出生� 33人 ●死亡� 118人☎0

（通話無料）
120（4

しみんは

38）1
1

1
1

9
9

防災行政無線が再確認できます

登 録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　 （20）1602
※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを

ご利用ください

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている
手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

日曜・休日当番医 診療時間　9時〜 17時

《内科系》 《外科系》

4月  6日㊐ 睦 沢 診 療 所
☎（44）2236

宍 倉 病 院
☎（24）2171

4月13日㊐ 聖 光 会 病 院
☎（35）5151

菅 原 病 院
☎（25）1171

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、（25）8448へお問い合わせください。

いきいき仲間たちいきいき仲間たち
第74回全国書道コンクール
一字書の部　一字大賞　受賞

河
かわ

端
ばた

　良
よし

明
あき

さん

夢に向かい筆を走らせる

　「餘
よ

」という一字の漢字。形
が好きでこの字を選び、「自分
の好きな一字を自分が考えた
とおりに筆を走らせ表現でき
るのが一字書の楽しさ」そう
話してくれたのは、全日本書
芸文化院が主催する第74回全
国書道コンクール一字書の部

で数多くの応募作品の中から一字大賞を受賞した河端
良明さん。書道を本格的に始めたのは教員退職後、大
学時代の知人に偶然再会し誘われたのがきっかけ。知
人の話をよく聞くと、書道の先生である故大倉谷

こく

山
ざん

先
生の奥さまと教員時代に一緒に働いていたこと、河端
さんが幼稚園の園長を務めていた時に実は大倉先生の
お孫さんが通園していたことなどが分かり、その偶然
の重なりに何かの“縁”を感じたそうです。
　そして、河端さんが本格的に書道を始めてから約9
年。現在では一般の最高段位とされる師範となり、小
学校での書き初め指導や小・中高校書き初め展覧会で

の審査員など幅広く活動している他、今回の「全国書
道コンクール」や同じく全日本書芸文化院が主催す
る「全書芸展」などに作品を多数応募しています。受
賞した作品も多く、過去には全書芸展で一字書とは違
う書で文部科学大臣賞を受賞した経歴も。今回の一字
書の部では、数ある書体のうち「楷書」と「草書」で
応募しており、楷書の作品で見事受賞。「文字の強弱、
スピード、構想を書く前に考える。全体的なバランス
を意識している」と一字書を書く上で大切にしている
ことを教えてくれました。
　「書道の世界はとても奥深く魅力がある」。そう話す
河端さんは、書道以外にも学童支援員として働いてお
りバドミントンなどの趣味もあります。「“いきいき”
と生きていくには自分の好きなことをやる。ストレス
をためないこと」と普段から心掛けていることを教え
てくれました。そして最後に「書道を始めた孫といつ
か一緒に表彰台に上がりたい。その“夢”に向かい自分
も受賞できる作品を書き続けたい」と話す河端さんは
とても優しいまなざしをしていました。
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